
２０２６年度 大同大学大学院 
工学研究科修士課程 前期一般入学試験問題 

 

 

専攻名 

（ｺｰｽ

名） 

都市環境デザイン学  

（土木・環境）  
科目名 小論文 受験番号  

 

【課題】   ＜下書き用＞  

わが国では、今後、人口減少・少子高齢化など様々な社会課題を抱えているが、政治や経済など国

の高次中枢機能の大部分が集中する現象は「東京一極集中」と呼ばれ、東京圏の人口は転入者が転

出者を上回る転入超過が続いている。「東京一極集中」の課題解消を目指して「中部地域の都市づく

り」として重視すべき点（複数可）を挙げて論じよ。（８００字までにまとめる）  

（２５字×３２行＝８００字）  
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２０２６年度 大同大学大学院 
工学研究科修士課程 前期一般入学試験問題 

 

 

専攻名 

（ｺｰｽ

名） 

都市環境デザイン学  

（土木・環境）  
科目名 小論文 受験番号  

 

【課題】   ＜提出用＞  

わが国では、今後、人口減少・少子高齢化など様々な社会課題を抱えているが、政治や経済など国

の高次中枢機能の大部分が集中する現象は「東京一極集中」と呼ばれ、東京圏の人口は転入者が転

出者を上回る転入超過が続いている。「東京一極集中」の課題解消を目指して「中部地域の都市づく

り」として重視すべき点（複数可）を挙げて論じよ。（８００字までにまとめる）  

（２５字×３２行＝８００字）  
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【様式】 
 

2026 年度 前期一般 入試 
 
工学 研究科 都市環境デザイン 専攻 土木・環境 コース 

 
科目名 英語 

 
【出題意図】 

Q.1 Q.2 工学英語の基礎的な能力を測る。文法的な正確性は厳格に評価せず、土木・
環境学に関する基礎知識に基づいた意訳なども認める。 

 
【解答又は解答例】 

Q.1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q.2 

(1) 長大吊橋の建設を推進し始めたものの、この分野において本質的な背景
をほとんど持たなかった日本の技術者にとって、アメリカはこの上ない
先駆者であり、師匠でもあった。 

(2) したがって、若戸大橋から明石海峡大橋に至るまで、日本はアメリカか
ら学び、アメリカの技術を吸収し、最終的には 1960 年代に大型吊橋の建
設を終えたアメリカを凌駕し、吊橋工学における主導的な存在となった。 

(3) その他の特徴としては、重いコンクリートデッキの代わりに軽量な直交
異方性デッキを採用し、接合部にはボルトではなく溶接を用いることに
より、全体の重量削減に貢献する工夫が施されている。 

(4) 明石海峡大橋の建設において克服しなければならなかった、アメリカで
はあまり見られない重大な技術的課題は、地震と台風の脅威であった。 

(5) この地震により、主支間の長さが 1990.0 メートルから 1990.8 メートル
へと 0.8 メートル延び、淡路島側の支間も 960.0 メートルから 960.3 メ
ートルへと 0.3 メートル延長されたため、計画は急遽、変更を余儀なく
された。 

 

回答者の卒業研究のテーマに応じて採点をおこなう。 

  







【様式】 

 

2026 年度 前期一般 入試 
 

工学 研究科 都市環境デザイン学 専攻 土木・環境 コース 
 

科目名 地盤工学 
 
【出題意図】 

 

 

 
【解答又は解答例】 

 
 







【様式】 

 

2026 年度 前期一般 入試 
 

工学 研究科 都市環境デザイン学 専攻 土木・環境 コース 
 

科目名 都市環境計画学 
 
【出題意図】 

問１ 

問２ 

 

問３ 

問４ 

交通需要予測の代表的手法である 4 段階推計法の過程を理解しているか。 

基本統計量（特に散布度）について正しく求めることができるか。また「有効

数字」も理解しているか。 

土木計画、都市・交通計画における重要な専門用語を理解しているか。 

社会基盤施設等の計画策定のプロセスを理解しているか。 

 
【解答又は解答例】 

問１ 

 

 

 

 

 

問２ 

 

 

 

問３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 段階：発生集中，ゾーンごとの発生量と集中量を原単位法等で予測 

第 2 段階：分布，ゾーン間の交通量（OD）を重力モデル法等で予測 

第 3 段階：手段別，OD 交通量ごとの交通手段分担を選択率曲線法等で予測 

第 4 段階：配分，各手段 OD における交通路（経路）を配分原則に基づき 

分割配分法や利用者均衡配分法等を用いて予測 

 

中央値： 65.5［dB］ 

標準偏差：3.61［dB］ 

変動係数：0.0560 

 

（１）ある事業の実施に要する費用 C（用地費、補償費、建設費、維持管理費

等）に対して、その事業の実施によって社会的に得られる便益 B（旅客・貨物

の移動時間の短縮、事故･災害の減少による人的・物的損失の減少、環境の質

の改善等）の大きさがどのくらいあるかを見るものである。便益費用比（B/C）

が 1 以下となると、その事業は妥当ではないとされる。 

 

（２）民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を活用し、公共施設等の設

計・建設・改修・更新や維持管理・運営を行う公共事業の手法である。低コス

トで優れた品質の公共サービスの提供を実現することを目的としている。 

 

（３）居住機能や医療・福祉・商業、公共交通等のさまざまな都市機能の誘導

により、都市全域を見渡したマスタープランとして位置づけられる市町村マ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 

スタープランの高度化版である。近年の法改正により、防災指針も併せて策

定することが義務付けられた。 

 

（４）都市計画区域内の土地について、道路・公園・河川等の公共施設の整備

改善及び宅地の利用の増進を図るために行われる土地の区画形質の変更及び

公共施設の新設又は変更に関する事業である。地区内の土地所有者等が、土

地を少しずつ提供（減歩）し、道路・公園などの公共用地や保留地に充て、保

留地を売却することで事業費を得る。 

 

（５）「サービスとしての移動」、つまり移動のサービス化を意味する。ある地

点間の移動に際して、様々な交通手段を活用して最適な行き方を提案してく

れるというもの。ライドシェアやカーシェアも含まれるようになっており、

これらのシェアリングを自動運転にて実現すべく、さまざまな企業が同市場

への参入活動を活発化している。 

 

問題の整理・明確化 ⇒ 問題現象の調査・分析 ⇒ 計画代替案の作成・評

価 ⇒ 計画決定 
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